
今大会にはio.LEAGUE実行
委員会が指名したプロ30名に
よって特別編成された別表の
東西各3チームが出場。競技は
ベーカー方式の男女混合4人
チーム戦で、まず東対西で
チーム総当たり3試合を行い、
最終日に東西の同順位チーム
同士が対戦するポジション
マッチ及び同1位チーム同士の
チャンピオンシップ戦で総合
順位を決定した。
得点はカレントスコアリン

グシステムを採用。勝
敗は1試合3Ｇのポイ
ント制（1Ｇ毎の勝ち
点2、引き分けの場合
は両チーム各1、トー
タルピン上位チームに
は4ポイントを加算）
で争われた。
その結果、チーム千

葉とチーム神戸の対戦
となったチャンピオン
シップ戦は、千葉が3
Ｇ全勝の10－0で神
戸に完全勝利し、優勝賞金
100万円を5名で分け合った。
キャプテンを務めた岩見彩乃
は「チーム千葉は普段から研修
会などで一緒のことが多いの
で仲がよく、お互いのボウリン
グを知っていたので、意見を言
いやすかった」と、チームワー
クのよさを勝因に挙げた。
今大会の模様は、オフィシャ

ルサイトの「Rankseeker」で連

また、谷口会長は今大会の成
果を携えてのスポンサー開発に
意欲的だが、肝心なのは参入を
希望するプロ自身がスポンサー
を探し、仲間を募ってチームを
立ち上げることが先決だという
こと。誰かがお膳立てしてくれ
るのを待っていても、何も始ま
らない。

向けて、いいと思う意見につい
てはどんどん取り入れていきま
すし、頭を柔らかくして進化し
ていきますので、楽しみにして
いてください」と谷口会長。そ
の言葉に甘えて？最後に今回の
テスト大会を観ていて少々心配
になった点をいくつか挙げてみ
たい。
今後、io.LEAGUE参

入を希望するチームが
全国各地に誕生してフ
ランチャイズのセン
ターを持った場合、リー
グ戦はどのようなカタ
チで展開されていくの
だろう？　サッカーのJ
リーグやプロ野球のよ
うにホーム＆アウェー方
式ならば地元の応援も
盛り上がるだろうし、競技の公
平性も最低限担保されるが、運
営面でかかる負担は大きい。
設備の問題もある。現在、カ

レントスコアに対応可能なオー
トスコアラーを備えたBPAJ加
盟センターは群馬県のドリーム
スタジアム太田のみ。ライブ配
信ではなく、会場での応援観戦
が楽しみな地元のギャラリーに
スコアを確認してもらうには専
用のビジョン特設が必要で、こ
れまた大きな負担になる。

JPBA（公益財団法人日本プロボウリング協会）が2024年1月の開幕を目指す男女混成
チームによる新機軸のチーム戦「io.LEAGUE」。そのテスト大会「io.LEAGUE 
SHOWCASE」が1月10～13日の4日間、東西の2会場（東：東京ポートボウル、西：ボウ
ルアロー松原店）とYahoo!JAPAN「LODGE」内のスタジオ（都内千代田区）をつないでリ
モート開催された。その結果と成果は――!?

▲（上）今大会はリモート開催。実況ブースはYahoo!JAPAN「LODGE」内のスタジオに設置
された（下）チーム福岡が練習ボール中の大阪会場。写真左から2人目はio.LEAGUE実行委
員の井口直之プロ（1月12日、ボウルアロー松原店）

◀10フレ勝負となった3位決定戦、髙田は1投目痛恨の
ワッシャーで敗退。「投げミスではなくて読み間違い。狙
ったところに完璧に投げられた結果なので悔いはない」

▲優勝のチーム千葉。「まさか優勝できるとは思っていな
かったので本当にうれしい」とキャプテンの岩見（左端）

きがこない。
すでにカレントスコ

アが正式採用されてい
るアジア競技大会での
投球経験があるチーム
神戸の安里秀策は「この
方式では、いかに多く
のストライクを出すか
が大事」という。その安
里自身、最終日こそや
やペースダウンしたも
のの、最初の3日間に投じた
24フレームで23個のストラ
イクを決めて“魅せた”。
また、1人1フレーム交代の

ベーカー戦ながらゲー
ムの進行は予想以上に
スピーディーで、どの
試合もほぼ1時間で終
了。このテンポのよさ
も現代人向きで、「観客
を楽しませる」ことを
io.LEAGUEの主眼とす
るなら、カレントスコ
ア及びベーカー方式の
正式採用は間違いなく
「あり」だろう。

「io.LEAGUEは各地の企業
にサポートしていただき、地域
の人に可愛がられ育てていた
だくのが目標です。2024年に

日ライブ配信された。火～金の
平日開催で、視聴者数は4日間
とも2000人台にとどまった
が、YouTubeチャンネルの再
生回数は1月31日現在で延べ
約14.5万回、最終日は4.3万
回に達している。土方捷（59
期）、渡辺けあき（45期）両プロ
とともにカケ合いで実況解説
を務めたJPBAの谷口健会長は
「関係者の方には『いい数字だ』
と言っていただいています。反
響もいいし、うれしいですね」
と、たしかな手応えを口にして
いた。

JBCも新たに「チームボウリング」の大会を開催！

io.LEAGUE SHOWCASE 出場チーム
千葉

埼玉

東京

森本　健太・戸辺　　誠・川﨑　由意・岩見　彩乃・霜出　佳奈

永野すばる・小林　哲也・小久保実希・大嶋　有香・本橋　優美

藤井　信人・三浦　美里・浅田　梨奈・坂本　かや・藤村　隆史

東

大阪

神戸

福岡

和田　秀和・山田　　幸・久保田彩花・山田　成人・堀井　春花

姫路　　麗・髙田　浩規・寺下　智香・越智　真南・安里　秀策

松永　裕美・川添　奨太・宇山　侑花・中島　瑞葵・原口　優馬

西

io.LEAGUE SHOWCASE  結果

１
２
３
４
５
６

順位    チーム　    ポイント     勝    敗
千　葉　 ２６　 ３　１
神　戸　 ２４　 ２　２
大　阪　 ２０　 ２　２
埼　玉　 ２０　 ２　２
福　岡　 １６　 ２　２
東　京　 １４　 １　３

※カッコ内数字は3Ｇのスコア

●ポジションマッチ
東京（725） ４－６（734）福岡
埼玉（723） ２－８（789）大阪
千葉（758） ８－２（709）神戸
●Championship
千葉（792）10－０（710）神戸

ソフト面のテストはひとまず成功。
   谷口会長も上々の反響に手応え

優勝はチーム千葉！

カレントスコアの効能

一昨年秋、千葉・幕張メッセ
で開催されたメディア総合イ
ベント「Inter BEE 2021」で
行われたプロボウリングのリ
モート対決が、パナソニック社
の最新リモートプロダクション
のデモンストレーションを兼ね
たハード面のテストだったのに
対し、今大会はソフト面（競技
方法）のテストに重きが置かれ

ていた。
今回採用されたカレン

トスコアは、ストライク
30点、スペアは1投目の
カウント＋10点（9本ス
ペアなら19点）と1フ
レーム毎に得点が確定す
るので、計算が容易で分
かりやすい上、よほどの
大差がつかない限りゲー
ム終盤での大逆転も可能
なため、公式戦のTV決
勝以上にスリリングで飽

業界一丸の支援が不可欠

▲カレントスコア経験者の安里は出
場選手中ナンバーワンのストライク
率でチーム神戸の準Vに貢献した

▲（左から）土方、谷口会長、渡辺の3名が連日
カケ合いで実況解説を務めた

io.LEAGUEは、プロボウリ
ング及びプロボウラーの認知度
を向上させることで市場規模の
拡大を図るプロジェクト。成功
すれば長びくコロナ禍で疲弊し
たボウリング界全体の起爆剤に
もなり得るだろう。目標とする
2024年1月の開幕まで、残さ
れた時間はあるようで、ない。
われわれ専門メディアを含め
た業界が一丸となっての支援
が不可欠と感じた。

（取材・文責／浜部良典）

io.LEAGUE SHOWCASE リポート

の2日間、兵庫・神戸六甲ボウ
ルにおいて「THE  T EAM  
FESTIVAL2023」と銘打った
チームボウリングの大会を開催
する。
同大会では3種目のチーム戦

（ダブルス、トリオ、5人チー
ム）が行われ、1人何種目でも
参加可能。また、競技ボウラー
であることを条件に、JBC会
員以外にも門戸が開放される。
エントリーは専用オンライン

令和のボウリング界は“チー
ム戦”がトレンドになるかも!? 
(公財)全日本ボウリング協会
(JBC)はきたる3月11～12日

フォームe-moshicomで受付
中（右下のQRコードから飛ぶこ
とができます）。
同フォームにて開催要項及び

記載事項をご確認の上、奮って
ご参加ください。

2023年2月10日発行 〔３〕The Bowling JournalThe Bowling Journal


